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要旨 

 当院では 2009 年より大学病院として初めて医療通訳を雇用した。三重県内は南米の在留外国人が多

く、年間約 4600 件の対応を 3名（ポルトガル語 2名・スペイン語 1名）の医療通訳士で対応している。

在留外国人の中には在日年数が長い者も多くなり、日本語が堪能な者も少なくないが、医療現場、特に

小児科受診では、患者の文化・習慣・性質を把握できる医療通訳士の介入の必要性をまとめ報告する。 

 

症例 

 未就学男児、脳性麻痺、ブラジル国籍。身体状態は、寝たきりの状態で寝返りができる運動機能。父

は日本語が堪能、母は少しの単語・挨拶ができる日本語能力である。その為、父が経済的、対外的な対

応を担い、母が育児・家事を担っている。患児には３人の兄弟がいる。当院の小児トータルケアが地域

と医療機関との連携をとり、小児科（神経内科）で成長フォローの為受診中である。初診時、父が日本

語でのやり取りに問題がなかった為、医療通訳士の介入はなかった。 

 

考察 

 患児父は仕事が忙しく、受診日を忘れてしまう事があり、予約受診が連絡のないまま未受診が続いた。

連絡は、全て父をとおして行っており、父への負担を減らす為と、患児に一番近い存在である母の思い

を理解するために、医療者からの依頼があり医療通訳士が介入した。 医療通訳士が介入することで、

両親の思いを多職種で共有することが可能となり、両親が考える患児への思い「成長を促すための必要

な治療を最大限に受けられるようにしたい」について、医療機関で対応できる事、できない事のすみ分

けを両親に説明ができた。 

 

まとめ 

 外国小児受診においては、医療システム・社会資源・文化・習慣の違いから丁寧な説明が必要となり、

患者・家族の安心・医療機関の医療安全の面から医療通訳士の介入が必要だと考えられる。 


